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生涯学習開発財団 活 動 紹 介

槻
大

 

明
俊

（
67

）
歳

」
上
向
と
価
評
の
性
度
精
高
速
高
の
械
機
作
工
御
制
値
数
「

沢
金

 

子
淳

（
52

）
歳

」
争
戦
北
南
カ
リ
メ
ア
る
す
現
表
が
人
詩
「

田
越

 

喜
智

（
53

）
歳

」
究
研
る
す
関
に
上
向
の

西
小

 

子
雅

（
58

）
歳

究
研
る
す
関
に
用
作
互
相
の
ア

  

報
広
的
略
戦
Ｆ
Ｗ
Ｗ
―

」
―
て
し
と
心
中
を

部
戸

 

美
浩

（
53

）
歳

ム
ラ
グ
ロ
プ
る
め
高
を
ス
ン
エ
リ
ジ
レ
の
親
の
中
児
育
「

果
効
の

  

―
て
て
当
を
点
焦
に
動
情
の
り
怒
―

  

ム
ダ
ン
ラ

」
験
試
較
比
化

）
日
当
式
与
授
は
齢
年
、
順
音
十
五
（

７
１
０
２

成
平
（

29

）
度
年

50

上
以
歳

」
業
事
援
支
得
取
号
士
博
「

定
決
者
与
授
金
成
助

　

成
平

29

業
事
援
支
得
取
号
士
博
度
年

月
３
が
式
与
授
証
格
合
の

16

東
、
㈮
日

に
団
財
発
開
習
学
涯
生
の
門
ノ
虎
・
京

・
長
事
理
団
財
、
頭
冒
。
た
れ
わ
行
て

で
標
目
は
得
取
号
士
博
「、
は
子
妙
田
松

の
れ
ぞ
れ
そ
、
め
た
の
国
、
め
た
の
会

合
場
の
私
。
い
さ
だ
く
て
し
献
貢
に
い

権
復
を
宅
住
造
木
的
統
伝
の
本
日
、
は

躍
活
で
場
現
の
築
建
、
に
め
た
る
せ
さ

。
た
し
ま
し
力
尽
に
成
育
の
工
大
る
す

は
私

90

そ
。
す
で
気
元
も
て
え
超
を
歳

し
意
留
に
康
健
も
ん
さ
皆
。
す
ま
い
て

格
合
と
」
い
さ
だ
く
て
け
続
を
究
研
て

。
た
し
励
激
を
ち
た
者
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選
考
委
員
一
同
を
代
表
し
て
、
合
格
し
た
方
々
に
祝
賀
の

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
今
年
で
８
年
目
を
迎
え
ま
す
。
合
計
応
募
者
数

は
３
８
３
名
に
達
し
、
社
会
的
知
名
度
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
え
に
松
田
妙
子
理
事
長
を
は
じ
め
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
、

選
考
委
員
の
諸
先
生
の
お
蔭
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
は
昨
年
12
月
15
日
に
締
め
切
ら
れ
、
37
名
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
例
年
に
比
べ
て
女
性
の
応
募
者
が
多

い
の
が
特
徴
で
す
。
初
応
募
の
方
に
加
え
、
２
回
目
、
３
回

目
の
挑
戦
を
試
み
た
応
募
者
も
い
ま
し
た
。
第
一
次
選
考
で

は
理
事
長
お
よ
び
４
名
の
選
考
委
員
か
ら
な
る
選
考
委
員
会

に
よ
り
、
14
名
の
候
補
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
2
月
16
日
、

第
一
次
合
格
者
の
面
接
が
行
わ
れ
、
第
二
次
選
考
委
員
会
に

よ
る
最
終
選
考
の
結
果
、
6
名
の
合
格
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
次
選
考
の
合
格
者
は
各
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
研
究

業
績
を
挙
げ
た
方
々
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
採
用
枠
に
は

限
り
が
あ
り
、
最
終
合
格
者
を
絞
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
選

考
委
員
に
と
っ
て
は
難
し
い
判
断
で
し
た
が
、
惜
し
く
も
選

に
漏
れ
た
方
は
一
層
精
進
し
、
来
年
以
降
も
応
募
す
る
よ
う

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
め
で
た
く
合
格
し
た
方
は

ま
す
ま
す
努
力
し
、
一
日
も
早
く
博
士
号
を
取
得
す
る
よ
う
、

選
考
委
員
一
同
は
心
よ
り
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
の
べ
61
名
が
合
格
し
、
う

ち
33
名
が
す
で
に
博
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。
２
０
１
８
年

度
中
に
学
位
を
取
得
す
る
予
定
の
方
も
複
数
い
ま
す
。
ま
た
、

学
位
取
得
後
、
大
学
の
専
任
教
師
、
准
教
授
や
教
授
に
就
任

し
た
方
々
も
い
ま
し
た
。
生
涯
学
習
が
着
実
に
社
会
に
貢
献

し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
支
援
し
、
生
涯
学
習
を
一
層
推
進
す

る
た
め
に
、
選
考
委
員
一
同
は
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
本
事
業

の
ま
す
ま
す
の
発
展
の
た
め
に
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

選考の言葉
選考委員長   張 競

（明治大学教授／博士（学術））

２０１7● 「博士号取得支援事業」
助成金授与者決定

財団会議室にて、理事長・松田妙子から6名
の合格者一人ひとりに合格通知書と助成金目
録が授与された。その後理事長室で桜餅をい
ただきながら懇談。理事長と張競選考委員長
から励ましの言葉が伝えられた。
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■
研
究
目
的

　

Ｃ
Ｎ
Ｃ
（
数
値
制
御
）
工
作
機
械
を
用
い
て
加
工
す

る
ユ
ー
ザ
ー
の
最
大
の
要
望
は
、
要
求
さ
れ
た
高
精

度
の
工
作
物
を
高
速
に
加
工
す
る
こ
と
。
本
研
究
で

は
、
高
速
高
精
度
性
を
測
定
し
評
価
す
る
わ
か
り
や
す

い
手
法
を
開
発
す
る
こ
と
と
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
が
高

速
高
精
度
に
運
動
す
る
た
め
の
指
令
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
高
速
高
精
度
性
を
わ
か

り
や
す
く
評
価
で
き
れ
ば
、
ユ
ー
ザ
ー
は
目
的
に
適
し

た
Ｃ
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
を
容
易
に
選
定
で
き
る
。
工
作
機

械
メ
ー
カ
ー
も
機
械
の
開
発
段
階
で
、
加
工
目
的
に
適

し
た
特
性
と
し
て
仕
上
げ
る
こ
と
が
可
能
。
指
令
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
で
は
特
に
曲
線
加
工
に
お
い
て
、
よ
り

高
速
高
精
度
に
運
動
す
る
も
の
を
目
指
す
。
よ
れ
ら
に

よ
っ
て
各
産
業
の
競
争
力
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

研
究
は
定
年
後
の
充
実
し
た
日
々
の
原
動
力
と
な
っ

て
い
る
。
指
令
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
市
販
の
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
（
Ｃ
Ａ
М
）
に
適
用
で
き
れ
ば
、
そ
れ
ら

を
使
用
し
て
い
る
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
も
、
よ
り
効
率
良

く
工
作
物
を
加
工
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
は

今
回
の
研
究
成
果
を
、
最
近
、
普
及
が
進
ん
で
い
る
５

軸（
Ｘ
Ｙ
Ｚ
の
３
軸
に
工
具
を
傾
け
た
２
軸
を
プ
ラ
ス
）

加
工
機
に
も
適
用
可
能
な
方
法
を
見
つ
け
て
い
き
た

い
。
さ
ら
に
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
、
ユ
ー
ザ
ー
、
測
定

器
メ
ー
カ
ー
等
と
相
談
し
な
が
ら
実
用
化
を
目
指
す
。

■
研
究
目
的

　

国
土
交
通
省
が
都
市
型
豪
雨
対
策
と
し
て
整
備
し
た

Ｘ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
は
、
大
き
な
降
水
の
観
測
精
度
が
格
段
に

向
上
し
た
が
、
小
さ
な
降
水
の
観
測
に
は
課
題
が
残
っ

て
い
る
。
レ
ー
ダ
雨
量
計
を
用
い
た
弱
い
降
水
の
観
測

時
に
は
、
雪
が
雨
に
変
わ
る
際
の
誘
電
率
が
変
化
し
、

周
辺
よ
り
も
エ
コ
ー
が
強
く
な
る
「
ブ
ラ
イ
ト
バ
ン

ド
」
と
い
う
現
象
が
あ
り
、
誤
差
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
。
本
研
究
は
ブ
ラ
イ
ト
バ
ン
ド
の
解
明
と
、
そ
の
補

正
に
よ
る
レ
ー
ダ
雨
量
計
の
降
雨
観
測
精
度
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。
鉛
直
一
次
元
ド
ッ
プ
ラ
ー
レ
ー
ダ
で
あ

る
マ
イ
ク
ロ
レ
イ
ン
レ
ー
ダ(

М
Ｒ
Ｒ)

を
用
い
て
、
直

上
の
レ
ー
ダ
エ
コ
ー
分
布
、
雨
滴
粒
径
分
布
を
観
測
、

特
に
上
空
０
℃
高
度
付
近
に
出
現
す
る
高
エ
コ
ー
域
で

あ
る
ブ
ラ
イ
ト
バ
ン
ド
の
特
徴
を
整
理
す
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

論
文
を
審
査
す
る
方
た
ち
が
北
海
道
、
京
都
に
い
て

旅
費
が
か
か
っ
た
の
で
、今
回
の
助
成
金
は
助
か
っ
た
。

今
後
は
降
水
粒
子
の
融
解
に
つ
い
て
数
値
計
算
を
行

い
、
レ
ー
ダ
雨
量
計
の
観
測
値
を
用
い
て
ブ
ラ
イ
ト
バ

ン
ド
領
域
の
降
水
量
の
定
量
評
価
手
法
を
検
討
す
る
。

レ
ー
ダ
画
像
か
ら
ブ
ラ
イ
ト
バ
ン
ド
領
域
を
判
断
す
る

際
に
、
近
年
、
技
術
革
新
が
進
ん
で
い
る
深
層
学
習
に

よ
る
手
法
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
交
通
管
理
用
の
雪
の

降
り
出
し
予
測
や
、
河
川
管
理
の
融
雪
出
水
予
測
に
生

か
す
た
め
に
、
技
術
提
案
を
す
る
予
定
だ
。

■
研
究
目
的

　

ア
メ
リ
カ
社
会
の
根
幹
を
形
成
す
る
上
で
重
要
な
転

換
期
と
な
っ
た
南
北
戦
争
。
女
性
詩
人
エ
ミ
リ
・
デ
ィ

キ
ン
ス
ン(

１
８
３
０
～
８
６)

が
書
い
た
戦
争
を
主

題
に
し
た
詩
を
通
し
て
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
を
基
盤

と
す
る
ア
メ
リ
カ
文
化
の
表
層
と
は
異
質
な
、
隠
れ
た

面
を
分
析
、
解
明
す
る
。
戦
争
に
参
加
し
な
か
っ
た
女

性
詩
人
の
立
ち
位
置
が
ど
の
よ
う
に
詩
の
表
現
に
結
び

付
き
、
乖
離
し
て
い
る
か
の
考
察
を
通
し
て
、
社
会
の

周
縁
の
声
を
分
析
す
る
こ
と
が
研
究
目
的
。
詩
の
友
人

へ
の
回
覧
、
新
聞
掲
載
、
非
公
開
の
流
通
を
め
ぐ
る
観

点
か
ら
論
じ
た
の
も
特
徴
。
時
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

個
人
が
い
か
に
繋
が
る
か
、
ま
た
敢
え
て
拒
む
こ
と
で

創
造
の
場
を
確
保
で
き
る
か
と
い
っ
た
問
題
は
現
代
に

も
つ
な
が
る
と
言
え
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

合
格
は
驚
い
て
い
る
。
オ
バ
マ
前
大
統
領
も
フ
ァ
ン

の
デ
ィ
キ
ン
ス
ン
は
、
岩
波
ホ
ー
ル
で
映
画
も
公
開

さ
れ
た
。
現
在
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
人
々
が
一
見
結
び
付
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

中
、
個
人
の
尊
厳
が
、
ど
れ
だ
け
尊
重
さ
れ
て
い
る
の

か
。
21
世
紀
の
文
学
の
役
割
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
今

後
の
課
題
。
い
く
つ
も
の
天
災
、
人
災
が
起
き
て
い
る

中
、
そ
う
し
た
事
象
を
背
景
に
、
現
代
社
会
で
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
の
あ
る
詩
を
メ
イ
ン
に
、
文
学
の
役
割
に
つ

い
て
論
考
を
進
め
て
い
き
た
い
。

大槻俊明
67歳

●

越田智喜
53歳

●

金澤淳子
52歳

●

東京農工大学大学院
機械システム工学専攻

研究専念

東京大学大学院
社会基盤工学研究科

環境系コンサルタント
会社・主任研究員

早稲田大学大学院
文学研究科

早稲田大学文学学術院 
非常勤講師／明治大学、

一橋大学 非常勤講師

数
値
制
御
工
作
機
械
の

高
速
高
精
度
性
の
評
価
と
向
上

融
解
層
情
報
を
活
用
し
た

レ
ー
ダ
雨
量
計
の
観
測
精
度
の
向
上

に
関
す
る
研
究

詩
人
が
表
現
す
る
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争

2017
●

博士号取得支援決定をうけて
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的
目
究
研
■

　

の
本
日
、
せ
さ
進
前
を
渉
交
際
国
の
策
対
動
変
候
気

目
が
発
開
の
法
手
い
し
新
る
せ
さ
展
進
を
策
政
境
環

メ
の
本
日
が
Ｏ
Ｇ
Ｎ
境
環
際
国
は
と
法
手
の
そ
。
的

前
の
策
政
境
環
、
し
促
を
載
掲
の
事
記
い
高
の
性
頼
信

境
環
際
国
的
表
代
は
者
著
。
の
も
る
す
と
う
ろ
図
を
進

情
部
内
な
富
豊
の
そ
。
た
き
て
し
導
主
を
報
広
の
ン
パ

去
過
、
と
み
組
り
取
の
年
８
去
過
、
て
し
用
活
を
報

20。
る
す
証
検
を
果
効
ら
か
析
分
査
調
の
事
記
道
報
の
年

年
１
１
０
２
、
に
め
た
う
行
を
析
分
な
的
観
客
で
方
一

の
Ｏ
Ｇ
Ｎ
る
け
お
に
渉
交
境
環
際
国
「
た
れ
さ
表
発
に

。
る
あ
が
色
特
も
に
法
手
索
検
事
記

ト
ン
メ
コ
の
格
合
■

　

加
追
ど
な
入
購
の
書
洋
。
る
な
に
み
励
は
格
合
成
助

に
施
実
の
定
協
リ
パ
で
場
現
、
て
し
と
員
一
の
Ｆ
Ｗ
Ｗ

動
行
、
に
基
を
見
知
の
そ
。
い
た
き
い
て
め
深
を
係
関

進
策
政
境
環
、
し
起
喚
を
論
世
、
て
し
と
者
究
研
る
す

に
ら
さ
。
い
た
き
い
て
し
続
継
を
究
研
る
す
力
尽
に
展

会
社
る
す
立
両
が
済
経
と
境
環
、
て
立
役
に
成
育
進
後

。
い
た
め
努
に
成
育
材
人
の
め
た
の

的
目
究
研
■

　

を
ス
レ
ト
ス
も
で
因
要
の
外
以
供
子
は
親
の
中
児
育

る
め
高
を
力
能
処
対
ス
レ
ト
ス
、
が
親
つ
持
を
供
子
の

高
を
力
御
制
の
り
怒
、
で
と
こ
る
け
受
を
ム
ラ
グ
ロ
プ

、
を
か
る
す
減
低
が
出
表
な
切
適
不
る
よ
に
り
怒
、
め

こ
。
的
目
が
と
こ
る
す
証
検
で
験
試
較
比
化
ム
ダ
ン
ラ

長
特
が
の
る
い
て
し
化
特
に
け
向
親
は
ム
ラ
グ
ロ
プ
の

な
手
上
の
と
り
怒
、
で
た
め
認
を
と
こ
る
あ
で
情
感
な

親
母
や
診
健
児
幼
乳
。
る
す
練
訓
び
学
を
方
い
合
き
付

や
防
予
待
虐
、
と
る
け
設
を
会
機
加
参
な
う
よ
の
室
教

。
る
が
な
つ
も
に
ス
ル
ヘ
ル
タ
ン
メ
の
方
双
子
親

ト
ン
メ
コ
の
格
合
■

　

牛
県
城
茨
た
し
施
実
を
査
調
、
え
ま
踏
を
果
結
究
研

わ
携
に
援
支
児
育
、
て
い
お
に
市
島
三
県
岡
静
、
市
久

プ
な
便
簡
の
め
た
の
親
の
中
児
育
、
し
力
協
と
々
方
る

ネ
マ
ス
レ
ト
ス
。
定
予
る
す
始
開
を
供
提
の
ム
ラ
グ
ロ

。
る
あ
で
中
討
検
も
と
こ
る
れ
入
り
取
て
し
と
業
事
域

、
室
教
親
母、
め
た
の
援
支
い
な
目
れ
切
の
ら
か
期
娠
妊

子
の
校
登
不
。
る
い
て
し
討
検
も
用
活
の
へ
室
教
親
両

で
ん
組
り
取
に
的
極
積
も
ど
な
用
活
の
へ
親
つ
持
を
供

。
い
た
き
い

小西雅子
58歳
●

戸部浩美
53歳
●

法政大学大学院
公共政策研究科

WWFジャパン自然保護室
次長兼気候変動エネルギー
プロジェクトリーダー

東京大学大学院
医学系研究科

健康科学・看護学専攻
翻訳・通訳業

Ｏ
Ｇ
Ｎ
際
国
の
め
た
の
進
推
策
政
動
変
候
気

 
 

―
て
し
と
心
中
を
報
広
的
略
戦
Ｆ
Ｗ
Ｗ
―

る
め
高
を
ス
ン
エ
リ
ジ
レ
の
親
の
中
児
育

果
効
の
ム
ラ
グ
ロ
プ

  

を
点
焦
に
動
情
の
り
怒
―

―
て
て
当

  

験
試
較
比
化
ム
ダ
ン
ラ

2017
●

博士号取得支援決定をうけて
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豊
か
で
幸
せ
な
人
生
を
、天
然
成
分
１
０
０
％
の
香
り
で
サ
ポ
ー
ト

■ 

人
を
内
面
か
ら
生
き
生
き
さ
せ
る
香
り
の
力
に
注
目

　

一
般
社
団
法
人
日
本
ア
ロ
マ
パ
ル
フ
ァ
ン
ヌ
協
会
は
、

「
天
然
ア
ロ
マ
調
香
」
の
技
術
と
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
目

的
と
し
て
、
２
０
１
２
年
に
設
立
さ
れ
た
。「
ア
ロ
マ
」

は
香
り
、「
パ
ル
フ
ァ
ン
」
は
香
水
の
意
味
だ
。

　

協
会
の
活
動
を
率
い
る
ト
ッ
プ
調
香
師
の
太
田
奈
月
さ

ん
は
、
美
容
の
勉
強
を
し
に
カ
ナ
ダ
に
留
学
し
て
い
た
１

９
９
６
年
、
ま
だ
日
本
で
は
知
ら
れ
て
な
か
っ
た
ア
ロ
マ

テ
ラ
ピ
ー
に
出
会
っ
た
。
内
面
か
ら
人
を
生
き
生
き
と
さ

せ
る
香
り
の
力
に
注
目
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
を
学
ぶ
。

　

帰
国
後
ス
ク
ー
ル
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
天
然
素
材

１
０
０
％
の
香
水
を
開
発
。
人
ご
と
に
独
自
の
香
り
を
導

く
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
術
も
確
立
し
た
。
そ
の
人
に
最
適

の
香
り
＝
パ
ー
ソ
ナ
ル
ア
ロ
マ
は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
）
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
た
い
の

か
、
ど
う
い
う
場
面
で
香
り
を
活
か
し
た
い
か
を
い
っ
し

ょ
に
考
え
、香
り
の
素
と
な
る
植
物
（
花
、果
実
、葉
、種
、

苔
な
ど
）
の
写
真
を
見
て
何
に
惹
か
れ
る
か
、
そ
う
し
た

い
く
つ
か
の
答
え
か
ら
そ
の
人
の
生
き
る
力
を
後
押
し
す

る
、
意
味
の
あ
る
香
り
を
生
み
だ
す
。「
香
水
の
匂
い
は

苦
手
」
と
敬
遠
し
て
い
た
人
ほ
ど
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
体
験
後

に
フ
ァ
ン
に
な
る
人
が
多
い
そ
う
だ
。

■ 

第
二
、
第
三
の
人
生
の
扉
を
開
く
お
手
伝
い

　

太
田
さ
ん
が
校
長
を
務
め
る
ア
ク
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
は
、
生
涯
学
習
開
発
財
団
が
認
定
す
る

ア
ロ
マ
パ
ル
フ
ァ
ニ
ス
ト
の
資
格
の
ほ
か
、
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
の
基
本
を
学
ぶ
Ａ
Ｅ
Ａ
Ｊ
認
定
資
格
、
世
界
最
高
水

準
の
資
格
と
さ
れ
る
Ｉ
Ｆ
Ａ
国
際
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
資

格
が
取
得
可
能
だ
。
さ
ら
に
資
格
を
生
か
し
て
仕
事
を
し

た
い
人
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
、
サ
ロ
ン
開
業
の
た
め
の
各
種

講
座
も
提
供
し
て
い
る
。

　

香
り
に
興
味
が
あ
る
女
性
は
多
い
が
、
仕
事
に
し
よ
う

と
し
た
と
き
、マ
ッ
サ
ー
ジ
を
伴
う
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
は
、

体
力
や
施
術
ス
ペ
ー
ス
、
さ
ら
に
他
人
の
肌
に
触
れ
る
心

理
的
な
ハ
ー
ド
ル
も
あ
り
、
二
の
足
を
踏
む
人
多
い
。
し

か
し
、
ア
ロ
マ
パ
ル
フ
ァ
ニ
ス
ト
と
し
て
仕
事
を
始
め
る

場
合
は
、
そ
う
し
た
心
配
は
な
い
。
多
く
の
人
が
香
り
を

通
し
て
第
二
、
第
三
の
人
生
の
扉
を
開
い
て
お
り
、
協
会

は
そ
の
後
押
し
を
し
て
い
る
。

■ 

地
域
貢
献
や
日
本
文
化
発
信
の
取
り
組
み
も

　

太
田
さ
ん
の
実
家
は
静
岡
の
日
本
茶
生
産
農
家
で
、
茶

葉
を
蒸
す
と
き
の
香
り
が
子
供
の
頃
か
ら
大
好
き
だ
っ
た

と
い
う
。
日
本
茶
の
消
費
が
減
少
す
る
中
、
茶
葉
の
香
り

を
香
水
に
で
き
れ
ば
、
地
域
の
美
し
い
茶
畑
を
守
る
農
家

の
支
援
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
蒸
気
か
ら

香
り
を
回
収
す
る
特
許
技
術
を
開
発
し
、
２
０
１
６
年
に

世
界
初
の
日
本
茶
か
ら
抽
出
し
た
天
然
ア
ロ
マ
を
発
売
。

香
水
の
本
場
は
西
洋
だ
が
、
逆
に
日
本
文
化
の
一
端
を
世

界
に
発
信
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

　

ス
ク
ー
ル
卒
業
生
た
ち
と
協
力
し
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

を
社
会
に
役
立
た
せ
る
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

医
療
・
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
施
設
で
の
ア
ロ
マ
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
は
11
年
続
く
。
ほ
か
に
も
、
妊
婦
へ
の
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
、
住
宅
の
香
り
提
案
、
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
ジ
ャ
パ

ン
の
香
水
指
導
な
ど
、
可
能
性
を
広
げ
て
い
る
。

日本アロマパルファンヌ協会

体験レッスン、セッショ
ン、講座受講等について
は、Webサ イ ト を ご 参
照ください。

取材にご対応くださった、協会理
事でNatsuki Ohta Japan グルー
プ代表の太田奈月さん。

●一般社団法人
　日本アロマパルファンヌ協会
〒162-0845
東京都新宿区市谷本村町2-10
ストリーム市ヶ谷8Ｆ
TEL：03-5579-8876
E-mail：info@aroma-parfumne.com
URL：aroma-parfumne.com
2012年7月 設立
2016年10月 協賛会員登録

写真：幡原裕治

ライフワイド
への扉
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そ
れ
で
い
い
。
人
生
が
豊
か
に
な
れ
ば
。

　

学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
か
な
り
楽
し
い
こ
と
で
、
頑
張
る
必
要
も

な
い
。
頑
張
れ
！ 

で
は
な
く
、
楽
し
め
！ 

が
ふ
さ
わ
し
い
言
葉

の
よ
う
に
思
え
る
。

　

元
来
、
私
は
理
系
で
、
歴
史
が
嫌
い
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今

で
は
歴
史
好
き
と
な
り
、そ
れ
が
長
じ
て
『
花
戦
さ
』（
角
川
書
店
）

と
い
う
歴
史
小
説
を
書
い
た
。
も
し
か
す
る
と
嫌
い
だ
っ
た
原
因

は
学
校
の
授
業
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
先
生
が
話
す
歴
史
の

内
容
は
面
白
い
が
、
話
し
方
が
つ
ま
ら
な
い
の
で
か
な
り
退
屈
し

て
い
た
。

　

そ
の
こ
と
が
ず
っ
と
頭
の
片
隅
に
引
っ
か
か
っ
て
い
た
の
だ

が
、
２
年
前
、
そ
の
解
決
策
が
浮
か
ん
だ
。
坂
本
龍
馬
や
、
徳
川

家
康
、
マ
リ
ー
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
、
織
田
信
長
、

千
利
休
と
い
っ
た
過
去
の
偉
人
た
ち
を
タ
イ
ム
マ
シ
ン
で
現
代
に

　

先
日
、
新
聞
の
紙
上
で
、「
何
の
た
め
に
勉
強
す
る
の
で
し
ょ

う
か
」
と
い
う
少
年
の
問
い
に
対
し
、
著
名
な
教
育
者
が
、「
勉

強
は
将
来
の
職
業
の
選
択
肢
を
増
や
す
も
の
で
す
。
頑
張
れ
！
」

と
答
え
て
い
た
。
そ
の
時
は
何
の
疑
問
も
な
く
正
論
だ
と
思
っ
た

が
、
こ
う
し
て
生
涯
学
習
に
つ
い
て
の
執
筆
依
頼
が
き
て
、
あ
ら

た
め
て
「
学
ぶ
と
は
何
か
」
を
考
え
て
み
る
と
、
私
な
り
の
学
び

の
理
想
像
が
見
え
て
き
た
。

　

学
び
と
は
、
た
だ
純
粋
に
知
的
欲
求
を
満
た
す
た
め
の
行
為
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
将
来
の
自
分
に
寄
与
し
な
く
て
も
、
仕
事
の

選
択
肢
が
増
え
な
く
て
も
、
人
生
の
無
駄
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
は

呼
び
寄
せ
、
彼
ら
に
歴
史
（
い
や
、
彼
ら
に
し
て
み
れ
ば
当
時
の

状
況
な
の
だ
が
）
を
一
人
称
で
語
ら
せ
る
と
い
う
企
画
だ
。
こ
れ

な
ら
、
脚
本
を
書
く
自
分
も
、
公
演
を
見
に
来
る
お
客
さ
ん
も
楽

し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

私
は
思
い
つ
い
た
ら
実
行
し
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
。
さ
っ
そ

く
「
劇
団
も
し
も
」
と
命
名
し
て
、
明
治
大
学
の
大
人
の
た
め
の

課
外
講
座
シ
リ
ー
ズ
で
公
演
を
催
し
た
ら
、
好
評
を
得
た
。
イ
ケ

メ
ン
武
将
集
団
と
し
て
活
躍
す
る「
名
古
屋
お
も
て
な
し
武
将
隊
」

と
コ
ラ
ボ
す
る
な
ど
の
広
が
り
を
見
せ
、
今
で
は
日
本
全
国
の
イ

ベ
ン
ト
や
学
校
に
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
今
年
も
、
東
京
と
名

古
屋
で
開
催
す
る
つ
も
り
だ
。

　

偉
人
た
ち
を
演
じ
る
の
は
、
も
と
も
と
は
梅
沢
富
美
男
の
梅
沢

劇
団
元
劇
団
員
で
あ
り
実
力
派
俳
優
の
速
水
映
人
。
女
役
も
含
め

て
老
若
男
女
を
演
じ
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
坂
本
龍
馬
と

し
て
刀
や
ピ
ス
ト
ル
を
振
り
回
し
た
か
と
思
え
ば
、
マ
リ
ー
ア
ン

ト
ワ
ネ
ッ
ト
に
扮
し
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
背
景
に
平
和
や
博
愛
、

平
等
に
つ
い
て
語
る
。
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
に
な
っ
た
時
は
、
国
家
を

統
治
す
る
こ
と
と
カ
エ
セ
ル
た
ち
と
の
愛
を
両
立
さ
せ
る
方
法
を

艶
や
か
に
語
っ
て
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

と
き
に
は
、
呼
び
出
す
偉
人
を
ふ
た
り
に
し
て
、1

つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
討
論
さ
せ
た
り
も
す
る
。

　

た
と
え
ば
、
前
回
の
公
演
で
は
、
江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家

康
と
、
江
戸
幕
府
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
奔
走
し
た
坂
本
龍
馬
を
過

去
か
ら
呼
び
寄
せ
、
江
戸
時
代
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を
議
論
さ
せ

た
。
は
じ
め
家
康
は
、
命
を
か
け
て
作
っ
た
江
戸
幕
府
を
終
わ
ら

せ
よ
う
と
す
る
龍
馬
に
怒
り
狂
う
。
し
か
し
討
論
が
進
む
に
つ
れ

て
、
こ
の
日
本
を
守
り
、
平
和
な
世
を
作
る
た
め
に
倒
幕
は
必
要

だ
と
説
く
龍
馬
に
共
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
家
康

①

作
家
／
出
版
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
劇
団
主
宰

鬼
塚 
忠 
の 
ア
ン
テ
ナ
エ
ッ
セ
イ

生
涯
学
習
っ
て
何
？

←幕末、慶応3年11月15日の
日中から現代にタイムスリッ
プした坂本龍馬。そう、その
日はあの日なのです。

←マリーアントワネ
ット。「パンがなけ
ればお菓子を食べれ
ばいいじゃない」と
言ったとか、言わな
かったとか。

↑私と徳川家康との
対談。徳川家康に学
ぶべきは、失敗から
学ぶ力。

↓織田信長の戦国時代講義
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や
龍
馬
に
、
太
平
洋
戦
争
で
は
、
ア
メ
リ
カ
を
相
手
に
た
っ
た
二

発
の
爆
弾
で
日
本
が
滅
び
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
聞
か
せ
、
ふ
た

り
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
位
置
か
ら
戦
と
平
和
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら

う
。
最
後
に
は
、
現
代
の
日
本
の
状
況
に
つ
い
て
も
聞
か
せ
、
こ

れ
が
ふ
た
り
の
望
む
日
本
だ
っ
た
か
を
観
客
と
共
に
検
証
す
る
。

　

ま
た
別
の
公
演
で
は
、
織
田
信
長
と
千
利
休
を
現
代
に
呼
び
寄

せ
て
、
裁
判
を
開
い
た
。
織
田
信
長
が
行
っ
た
名
物
狩
り
は
犯
罪

で
は
な
い
の
か
と
、
利
休
が
恐
れ
な
が
ら
も
裁
判
官
に
訴
え
る
。

「
名
物
狩
り
は
強
制
的
で
犯
罪
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
す
る
利
休

に
、
信
長
は
貨
幣
経
済
の
有
効
性
を
説
き
、
茶
器
や
絵
画
な
ど
の

名
物
を
買
い
上
げ
て
貨
幣
を
流
通
さ
せ
、
物
々
交
換
か
ら
脱
却
さ

せ
た
こ
と
で
経
済
的
に
裕
福
な
世
に
な
っ
た
と
主
張
す
る
。
裕
福

な
数
人
の
わ
ず
か
な
不
幸
よ
り
、
全
体
の
幸
福
を
優
先
す
る
べ
き

だ
と
い
う
。
観
客
は
陪
審
員
と
な
り
、
訴
え
の
是
非
を
決
め
る
と

い
う
内
容
だ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
歴
史
は
試
験
の
た
め
に
覚
え
る
も
の
で
は
な
く
、
過

去
の
事
例
を
判
断
材
料
に
、
私
た
ち
の
生
き
る
世
の
中
、
ま
た
は

こ
の
先
の
将
来
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
考
え
る
た
め
に
勉
強
す
る

も
の
だ
。

　

こ
う
し
て
改
め
て
歴
史
の
断
片
を
劇
に
し
て
、
一
人
の
人
間
と

し
て
書
い
て
み
る
と
、「
あ
あ
で
は
な
い
か
」「
こ
う
で
は
な
い
か
」

と
、
い
ま
ま
で
考
え
も
し
な
か
っ
た
関
連
情
報
や
時
代
背
景
が
見

え
て
く
る
。
そ
う
な
る
と
、
教
科
書
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と

を
調
べ
る
必
要
が
出
て
く
る
。
偉
人
に
な
り
き
っ
て
ど
う
行
動
し

た
か
を
想
像
す
る
の
は
面
白
い
し
、
そ
の
結
果
、
平
面
的
で
あ
っ

た
教
科
書
が
リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ
、
立
体
的
な
視
点
で
社
会
を
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
ん
な
風
に
、
大
人
な
ら
で
は
の
楽
し

い
学
び
の
体
験
が
で
き
た
。

　

生
涯
学
習
と
は
、
無
理
や
り
に
勉
強
す
る
も
の
で
は
な
い
。
決

し
て
ス
ト
イ
ッ
ク
に
な
る
必
要
は
な
く
、
あ
な
た
は
あ
な
た
の
方

法
で
、
あ
な
た
の
興
味
の
赴
く
ま
ま
に
、
学
び
を
楽
し
ん
で
み
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

● 著者プロフィール
鬼塚忠（おにつか  ただし）1965年鹿児島市生
まれ。鹿児島大学卒業。大学卒業後、２年間か
けて、アジア・オセアニア、中近東、アフリカ、
ヨーロッパなど世界40か国を放浪。ヨーロッ
パでお金が底をつき、シベリア鉄道で帰国。帰
国時、所持金は1万円を切っていた。1997年よ
り2001年６月まで海外書籍の版権エージェン
ト会社「イングリッシュ・エージェンシー」に
勤務。映画の原作、ビジネス書、スポーツ関連
書籍など年間60点ほどの翻訳書籍を手掛ける。
次に海外の作家ではなく、日本人作家のエー
ジェントをしたいと思い、2001年10月にアッ
プルシード・エージェンシーを設立。現在では
作家のエージェント会社の経営者であるととも
に、作家、脚本家、劇団もしも主宰でもある。
著書:『風の色』(講談社)2018年映画化。『花戦さ』
(角川書店)2017年映画化。日本アカデミー賞
優秀作品賞受賞。『Little DJ』(ポプラ社) 2007
年映画化。『カルテット!』(河出書房新社)2012
年映画化。『海峡を渡るバイオリン』(河出書
房新社)2004年フジテレビ45周年記 念ドラマ
化。文化庁芸術祭優秀賞受賞。『恋文讃歌』(河
出書房新社)、『僕たちのプレイボール』(幻冬
舎)2012年映画化など多数。 

→徳川幕府を開いた徳川家康、終わ
らそうと奔走した坂本龍馬。

↑左から、織田信長、著者、千利休 ↑織田信長と千利休が時空を超えて裁判で争う!?

↑坂本龍馬が千葉県の中学校でいかに
生きるかの講義

▼「劇団もしも」公演情報
5月19日・20日　名古屋工業大学（名古屋）
6月30日・7月1日　明治大学（東京）
チケット発売：4月6日
プログラム等の詳細は検索「劇団もしも」と
「名古屋おもてなし武将隊」サイトにて
（注）場所は変更になる可能性があります。

←歌舞伎の始祖と言われる
出雲阿国（いずものおくに）

↓クレオパトラは、愛と政治を語った。
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財団理事長代理・佐藤梨奈からグランプリの小川
順也さんに起業助成金の目録を授与。

場の力でパーキンソン病の方の運動
継続を促しいつまでも豊かな暮らしを
●小川順也（おがわ じゅんや）さん
理学療法士の小川さん。パーキンソン病患者
が退院しても、家で運動を続けられず悪化す
る状況を改善したい。当事者と共に作る「PD 
Cafe」は情報共有と相互扶助の場。小平市
から始まり現在7拠点、全国に拡大中だ。

「一人一人が主人公」
サンシャインプロジェクトを日本に 
●細越美和（ほそごえ みわ）さん
高校時代に失った自信を取り戻してくれたの
が、一人ひとりが主人公になれるカナダ留学。
その経験を活かして、障害や不登校など悩み
を持つ人をカナダ留学サポートし、約9割が
元気を取り戻す。日本国内での展開を計画。

ゲームを活用し、
より良い社会と未来へ
●後藤 誠（ごとう まこと）さん
ゲーム制作に関わってきて「ゲームに救われ
た」「ゲームで友人ができた」「人生が変わっ
た」など、日本製ゲームの力を実感。災害、
医療、社会問題などをシリアスゲームにして、
生きる力やリアルな行動変化につなげたい。

【大学生枠】政治の見える化によって
社会を前に進める 
●三輪功祐（みわ こうすけ）さん
民主主義国家として日本人は政治に無関心・
無思考の人が多すぎる。昨年の参院選でテス
トした中立的・網羅的選挙情報サイトが1週
間300万PVの大成功。さらに発展させ、関
心の喚起、選挙と政治の可視化を目指す。

全ての人を幸せにする
JEWELRY 
●澁澤博子（しぶさわ ひろこ）さん
大手ジュエリーブランドにてデザイナーとし
て活躍したが、心身ともに疲れ果てジェリー
本来の意味を再考。買う人はもちろん、制作
や販売も見直し、関わるすべての人を幸せに
するブランド「Uka〜羽花〜」を立ち上げ。

社会起業家部門

共感
大賞

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ 

２
０
１
８

　

２
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
８
」。
２
年

ぶ
り
に
基
調
講
演
に
立
っ
た
田
坂
広
志
名
誉

学
長
の
講
演
テ
ー
マ
は
、「
日
本
型
社
会
起

業
家
と
は
何
か
―
社
会
起
業
家
は
資
本
主
義

を
変
え
る
―
」。
日
本
人
に
と
っ
て
ソ
ー
シ

ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
言
葉
は「
白
い
白
鳥
」

と
言
う
よ
う
な
違
和
感
を
感
じ
る
。
海
外
で

は
営
利
追
究
と
社
会
貢
献
は
別
の
も
の
と
し

て
語
ら
れ
る
が
、
従
来
の
日
本
の
商
人
は
社

会
貢
献
の
結
果
が
利
益
で
あ
る
と
考
え
た
。

ア
シ
ョ
カ
の
ビ
ル
・
ド
レ
イ
ト
ン
と
話
し
た

反
応
か
ら
も
、
間
違
い
な
く
日
本
型
が
世
界

基
準
に
な
る
と
予
測
す
る
。
さ
ら
に「
使
命
」

と
は
命
を
使
う
こ
と
。
限
り
あ
る
人
生
で
自

分
の
命
を
何
に
使
う
の
か
、
共
感
で
き
る
仲

間
と
何
を
成
し
遂
げ
る
の
か
し
っ
か
り
考
え

て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

　

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
５
名
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

で
は
、
大
学
生
の
三
輪
功
祐
さ
ん
が
共
感
大

賞
を
獲
得
。「
大
学
生
に
は
な
か
な
か
共
感

し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
嬉
し
い
」
と
笑

い
を
誘
っ
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
は
理
学
療
法
士

の
小
川
順
也
さ
ん
が
取
り
組
む
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
患
者
の
運
動
継
続
支
援
を
す
る
場
作

り
。「
患
者
や
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
の
力
を
引

き
出
し
て
、
よ
り
よ
い
場
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
応
え
た
。
小
川
さ
ん
に
は
当
財
団
の

起
業
助
成
金
が
授
与
さ
れ
た
。

２
月
25
日
㈰　

日
暮
里
サ
ニ
ー
ホ
ー
ル

主
催
：
社
会
起
業
大
学
／
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
２
・
０
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

ソーシャルコミュ
ニケーションタイ
ムとして設けられ
た、社会起業大学
の学生やOBの活動
紹介ブース。

来場者が選ぶ
共感大賞の投
票コーナー

グラン
プリ

世
の
中
を
変
え
た
い
な
ら

自
分
が
変
わ
ら
な
く
て
は

と
田
坂
名
誉
学
長
。

自
分
を
磨
け
ば
磨
く
ほ
ど
、

痛
い
け
れ
ど
も
輝
く
は
ず

と
田
中
勇
一
学
長
。
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